
18日（日）情報処理検定試験
20日（火）就職内定者研修（～21日）
21日（水）Ａ科 ＤＸ・ＧＡＰ認証学習成果発表会（2～4ｈ）
22日（木）進路決定者報告会（1ｈ）

１ＭＦ環境ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ講義（5～6ｈ）
23日（金）漢字検定③
25日（日）簿記実務検定
27日（火）寮漢字コンクール
28日（水）３年生後期期末考査（～30日）
30日（金）後期公務員有料模試③、1年生ﾃﾞｰﾄDV予防講座（3～4ｈ）
31日（土）２年共通テスト模試

１日（水）～３日（金）学校閉庁日
５日（月) Ｄ科冬季委託実習（～７日）
７日（水）～９日（金）ガス溶接技能講習
12日（月）開寮
13日（火）全校集会、身だしなみ教育⑥
14日（水）Ｄ科和牛甲子園（～16日）
15日（木）遠隔者寮送別会
16日（金）校内実績発表大会（1～6ｈ）

後期公務員無料模試②
17日（土）大学入試共通テスト(～18日）

1・2年総合学力テスト③

早いもので年の瀬を迎え、19日の全校集会を最後に冬休みに入ります。生徒には、この期間を有意義
に過ごすよう促したところですので、保護者の皆様におかれましてはご家庭におきましてもご指導をよ
ろしくお願いします。また、せっかくの長期休業ですので、年越しや正月など、家族団欒の機会を楽し
んでいただければと思います。
さて、今学期を振り返ってみます。２年生は見学旅行を実施し、京都・大阪での諸研修をとおして見

聞を広げるとともに、よい思い出を残すことができました。農業科学科の収穫感謝祭や酪農科学科の家
畜に感謝する会では、本校の生産品の試食などを通して、それぞれの野菜や家畜と、収穫や調理に携
わったすべての人たちに感謝しながら楽しいひとときを過ごしました。また、各月を通して、各科では
外部との連携事業の充実といった特色ある教育活動が活発に行われ、確実にその成果があがりました。
さらに、部活動においても、馬術部、陸上部において、全国高校総体インターハイに出場して全国の舞
台で活躍した生徒もおりました。農業クラブ全国大会西関東大会では、意見発表(分野Ⅰ類)、農業鑑定
（野菜、畜産、森林）で優秀賞を４名が獲得、第16回全日本ホルスタイン共進会では、ジャージー種第
18部未経産シニアクラスで優等賞に選ばれ、後継者育成プログラム「リードマンコンテスト」において
も、本校酪農科学科3年生が日本一となるベストリードマンに選ばれるなど、生徒が活躍しました。
どうか、保護者の皆様におかれましては、今後とも本校の教育活動に御注目いただきますとともに、

御理解と御協力をよろしくお願いいたします。
最後に、皆様よいお年をお迎えください。

北海道帯広農業高等学校長 佐藤 裕二
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1月の主な行事予定1月の主な行事予定

12月9日（火）、食品科学科が農林水産業・地
域の活力創造に繋がる活動として、農林水産省から
表彰を受けました。受賞対象となったのは道産の
チーズとジャガイモをたっぷりと詰めたピザ風味の
コロッケ「ピザコロ」の開発です。生徒がレシピを
考案し、サンマルコ食品様とブラッシュアップを重
ね、2月にダイイチ様全店で販売し、23000個以
上を販売しました。地域の食材、産業に対して理解
を深める貴重な機会となりました。

１２月のトピックス１２月のトピックス

12月2日（火）、令和7年度北海道帯広農業高等学
校海外委託実習に参加する生徒たちの出発式が行われ
ました。農業、酪農科学科より7名の生徒が12月9日
～1月上旬までニュージーランドの３カ所の農場それ
ぞれで実習を行います。出発式では一人ひとりから実
習の目標を話してもらい、校長より激励のお言葉をい
ただきました。現地の農業・酪農の在り方や異文化を
学び、新たな発見を通して今後の成長に繋げてほしい
と願っています。


